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　　　　　　　　　　　　　　　　　近世絵図と地域景観
　方位　凡例や作成者の配置を見ると西を天とする横長の構図が多い。村絵図のように東西南
　　　北を記した絵図は少ない。
　凡例　葛西用水10か領別（幸手・松伏・新方・二郷半・八条・淵江・西葛西・東葛西・上
　　　之割・同下之割）に色分けされる。葛西用水10か領に加え，島中河辺・向河辺領や他
　　　組合が加わるものもある。用・悪水路，溜井のほか，主要街道などが描かれる。
　形状　描き方に三つのタイプがある（図2）。
　　A：取水口である利根川を起点とし関連する10か領を描くもの。葛西用水を中心に描く
　　　　ため，取水部である北西部の方位がゆがんでいる。
　　B：Aタイプ同様取水口である利根川を起点とするが，葛西用水10か領に加え，上流部
　　　　の島中河辺・向河辺領が描かれる。
　　C：Bタイプより方位が正確に描かれ記載内容がより詳細になる。葛西用水10か領組合
　　　　に加え，組合外3領，江戸川通3領，赤堀川通水防組合の範囲が描かれる。方形に収
　　　　まらない上流部の方位のゆがみのため耳を付して張り出した形のものもある。
　この3タイプを比較すると，AタイプからB・Cタイプに変化するにつれて方位や縮尺がか
なり近代以降の地形図に近い状態で描かれてくることがわかる。Cタイプに至っては図の精度
もさることながら詳細な情報が記載されており，筆者はこれで旧中島用水の堀跡を見い出した。
年代作成年度及び所在地が判明するものは約半数である。年代がわかる最古の葛西用水絵図は，
埼玉県八潮市浮塚で，かつ所在の南限でもある。葛西用水絵図の多くは下流部よりも上流部で
ある埼玉県鷲宮町・大利根町などに多く残る。
　これら葛西用水絵図を比較検討していくと，河川の付替や用水の落口の変化など時系列変化
を含めた広範囲での地域景観変化が追える。
　③　作成経緯と目的
　葛西用水絵図は誰が何のために作成したのだろうか。数葉の絵図から作成情報の手がかりを
探ってみよう6）。
成田山霊光館所蔵葛西用水絵図
絵図2（包紙上書）「（朱筆）『大切ニスベシ』文政四巳年四月中旬写之，武蔵国埼玉郡本川俣
　　　　　　　　　井筋拾箇領絵図，一名葛西井筋ト云，野S山直道拍」
　　　（端裏書）　「武蔵国埼玉郡本川俣村井筋拾箇領絵図，一名葛西井筋ト云」
絵図3（包紙上書）「文政四巳年八月増補，全図　葛西用水十領組合　但島中川辺・向川辺領，
　　　　　　　　　権現堂川・赤堀川・江戸川通共，野々山」
　　　（端裏書）　「武州埼玉郡本川俣村ヨリ引入，葛西用水十領組合絵図　但江戸川通共
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　　　　　　　　　　野々山拍」
　二葉の絵図の包紙上書・端裏書には「野々山直道」の名がある。野々山は，文化10年
（1813）「普請役分限帳」7）には見えないが，千葉県野田市域の古文書に人物を特定する手がか
りがあった8）。今上村松本家文書「文政十二年諸用留」中の文化13年4月廻状写に「御普請役
佐藤郷助吟味下役野々山牧三郎」の名がみえ，同一人物である可能性を示している。
　二葉の絵図の旧蔵先は不明だが，吟味下役の野々山が必要に応じて所持し，職務で携帯した
ものと思われる。絵図2には，村名の上に数字や丸や三角などの記号があり，実際に使用した
あとがみえる。絵図3は，この年4月に作成した図に，8月さらに情報が付け加えられたもの
である。
　船橋市西図書館所蔵葛西用水絵図
　絵図4「嘉永甲寅（1849）3月　高津久孝識（角印），右図模写所蔵之姓　増田充績・赤林良
　　　　倹」
　絵図5「安政五（1858）戊午孟冬　高津久孝識」
　絵図4には本文のほか7枚の付箋がある。付箋に記された内容は絵図5に転写されており，
元図と編集図の関係となっている。
　高津久孝は東京国立博物館所蔵の測量書である安政三年写「量地伝習録」の著者で，幕府普
請方であった。明治期の東北大学狩野文庫所蔵「（利根川用水図）」には「此図ハ幕府普請方高
津久孝ノ撰フ所タリ，江戸川通葛西井筋ノ自序二拠レハ嘉永七年ノコトタリ明治三二年四月乾
堂北沢正誠識」と明示されている。
　高津による絵図は明治大学図書館にも所蔵が確認されており，これらの比較・検討によって
詳細な作成過程を明らかにすることができよう9）。
　なお文化10年「普請役分限帳」や天保10年～安政4年間の「会計便覧」1°）には御勘定所詰
御普請役・四川用水方御普請役に高津・赤松・増田姓の名がみえるが，久孝・充績・良倹との
関連は現時点では特定できない。
　現地に残る葛西用水絵図
　埼玉県八潮市浮塚篠木家（絵図1），鷲宮町西大輪白石家（絵図6。7），同町東大輪田口寒
（絵図9），大利根町琴寄小林家（絵図8）はいずれも名主役を勤めた家である。彼らは用水管
理に深く関わり，見分の際の案内役や管轄地域内で実際の指揮をとったと推測できる。
　また越谷市立図書館所蔵「葛西井筋拾ケ領組合絵図面」（絵図13）には「宿篠葉邑名主周助
模写之」とある。草加宿の一部である「宿篠葉邑」の名主が，葛西用水絵図を写す必要性は何
であったのだろうか。用水の修繕や普請材料の調達などに関わっていたのかもしれない。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　62
　　　　　　　　　　　　　　　　　近世絵図と地域景観
　こうしてみるとこれらの葛西用水絵図にみえる人名は幕府側では四川用水方御普請役や普請
役下役，在地側では名主役であった。また重要な点は葛西用水絵図のすべてが用水に関わる地
域全体を描いていることである。葛西用水地域は，最南部の葛西領（東京都域）以外は，幕府
領，旗本知行地，藩領などが複雑に交錯する地域である。葛西用水絵図からは，支配の枠を越
えて用水管理という目的で村々が結合した姿が読み取れる。
3．課題と展望
　合同葛西用水展を開催するにあたり葛西用水全体を解明する視点は以下の5点であった11）。
まず時系列的変化の指標として，
　①近世葛西用水体系が成立する享保4年（1719）以前の解明（中島用水・幸手用水との関
　　係）
　②近世葛西用水体系が成立する享保15年（1730）の理解（本所上水，小合溜井・二郷半
　　領本田用水の関係）12）
　③近世後期から近・現代に至る変化（加用水・用水組合の変遷）
　また地域史的観点の設定も必要である。
　④全長80キロメートル余に及ぷ葛西用水が完成するまでの過程
　⑤葛西用水組合を結成した10か領各の全体のなかでの位置づけ
　これらの視点から従来の研究史をふりかえると，享保4年（1719）幸手用水に新杁を設けて，
10か領・ll万石・300か村を灌概した葛西用水が成立した，という観点が主で，それ以前に
関してはほとんど言及されていなかった。また地域史的観点に立って葛西用水全体をとらえて
いないため，自治体史の枠を越えることがなく，部分的理解にとどまざるを得ない状況にあっ
た。
　上記の課題のうち①②④は，葛西用水各絵図の分析・比較によって地域的な変遷が明らかと
なった。すなわち，初期葛西井堀，江戸川を取水口とする中島用水，利根川本川俣から取水す
る幸手用水は，はじめそれぞれの地域で完結していた用水体系であった。それが利根川をはじ
めとする諸河川の河道変遷及び隣接地域の用悪水問題が複雑にからんだ結果，小地域内では完
結できなくなった用水体系が結合して大地域の用水体系に統合していく姿が浮かびあがったの
である。この解明に葛西用水絵図が果たした役割は大きい。
　景観復原は研究方法として確立したが，広域絵図に関しては個々の絵図の作成目的や年代比
定，構図の検討などが課題として残されている。地域史の解明には，葛西用水絵図と平行して
関東川々絵図や江戸川通図などの広域絵図の検討を進める一方，文献による江戸幕府内の河川・
用水管理の構造について考察を深めていく両軸が必要であろう13）。
　今後の景観研究は，単なる個別景観の復原にとどまらず，絵図の史料批判を前進させるとと
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もに，景観の中に刻印された開発や環境変化など地域史の具体的な姿の検証が課題である。
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